
ムラグロ

門
鐙
麓
擦
叫
が
引
五
銭
業
ま
つ

p
一
ソ

の
調
媛
端
で
あ
っ
た
平
塚
市
一
か
、
向

U
J

醐
開
業
ま
つ
り
な
哲
あ
と
を
次
い
で
独
忠

商
の
構
怨
と
カ
で
発
展
さ
せ
た
平
塚
幾

市
瑳
幾
ま
つ
り
は
、
こ
と
し
第
二
閤
産

自
を
迎
え
、
明
後
十
月
十
三
日
か
ら

一
一
一
臼
間
開
幕
し
ま
す
@
第
一
会
場
は

園
地
叫
向
台
体
育
館
と
そ
の
広
場
、
第
ニ

会
場
は
黒
部
ケ
丘
の
専
売
局
た
ば
こ

本庁 71.434 (世務16.9:時〉

大野 17g956 ( 11 3.7，剖〉

神田ム田5 (JI 7日〉

敏晶 1.956 ( " 34-9) 
向瞳 L出7 ( If 271) 
金回 2.093 ( 11 418) 
穏 ε4.193 ( 11 793) 

土沢 3， 810 ( " 611) 
金野 4.姐8人( " 舶の
-9Jll a現在一

10fl13 E!から 3 E!濁@帝王主催で

自動率ショーや農業共進会など

マ
福
引
大
会
・
た
の
し
い
景
品
が
あ

た
る
徳
引
券
第
一
会
場
一
千
五
百

枚
、
第
二
会
場
で
八
街
枚
営
先
着

参
会
審
に
さ
し
上
げ
ま
す
。
拘
せ

ん
、
昼
間
目
白
引
き
換
え
も
副
官
第
一

会
場
で
。
ハ
午
前
中
一
碍
か
ら
)

マ
隊
と
ア
ヒ
ル
の
レ
!
ス
・
昨
年
も

人
気
を
よ
ん
だ
小
時
と
ア
ヒ
ル
の

珍
レ
ー
ス
を
予
定
。
出
場
は
十
五

議
十
羽
の
一
流
選
手
?

ハ
十
一
一
時
か
ら
二
時
間
第
二
会
場
〉

マ
多
彩
仮
装
パ
レ
ー
ド
・
市
内
商
店

農
業
団
体
が
参
加
の
予
定
、
昨
与

は
十
一
一
回
押
信
一
一
一
十
九
名
二
十
一

事
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
後
二
時

乾
燥
工
場
広
場
で
す
。
み
な
さ
ん
で
マ
物
産
郎
売
会
ハ
第
一
生

h場
)
大
娘
映
函
館
前
を
出
発
、
市
申
一
け

お
こ
し
く
だ
さ
い
。
立
母
、
会
臼
〕
進
を
行
な
…

J
て
第
二
会
場
ま
で
の

コ
ー
ス
を
言
函
し
ま
し
た
。

門
叩M
a
t
m
B
M

マ
封
建
共
進
会
、
高
座
間
関
係
箆
一
市
会
マ
附
潔
慣
芸
大
会

a第
二
割
窓
楽
ま

マ
援
護
物
品
説
会
花
吉
田
出
示
会
、
優
良
家
荷
の
ほ
か
、
あ
た
ら
し
い
つ
り
の
最
後
を
か
ぎ
っ
て
必
時
詰

鶏
卵
口
問
評
会
、
滋
産
物
玲
口
問
麗
一
市
飼
高
用
具
、
給
鱈
懇
真
、
簡
務
所
伊
肘
畑
中
良
つ
め
淫
語
持
米
丸
、

会
ハ
第
一
会
場
〉
舎
~
な
ど
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
吻
良
部
設
才
松
開
耐
震
千
代
数
千
代

マ
物
産
展
示
会
・
市
内
商
工
業
笠
謹
ハ
第
二
会
場
)
丸
、
⑨
友
流
時
術
松
沼
斉
光
持
、

品
や
特
産
品
が
一
ニ
十
数
社
の
会
社
門

M
g
だ
け
媛
さ
れ
る
も
の
M

巧
女
流
コ
ン
ト
春
日
子
/
γと
春
日

工
場
玩
閉
店
か
ら
出
品
さ
れ
、
市
内

V
神
奈
川
県
提
供
講
演
と
映
画
の
つ
照
代
、
。
議
議
出
ヒ
ッ
ト
バ
レ
ー

ド
ムM
日
ホ
オ
リ
オ
ン
レ
コ
ー
ド
水

産
業
の
会
容
が
一
市
さ
れ
ま
す
。
ど
い
、
(
夜
六
時
・
第
一
会
場
〉
村
淳
子
会
キ
ン
グ
伊
藤
ひ
ろ
し
食

ハ
第
一
会
場
)
争
門
店
同

H景
終
日
の
予
定
行
事
凶
ピ
ク
タ
!
神
楽
俊
二
主
一
校
安
演
奏
楽

マ
豪
華
自
動
車
シ
ヨ
1

・
有
名
自
動
マ
無
制
牛
刻
現
布
切
同
時
総
牛
乳
一
千
回
リ
ズ
ム
ス
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の

車
メ
l

力
指
輪
十
一
一
位
、
二
輪
十
五
百
本
を
先
議
の
参
会
者
に
提
供
出
演
を
予
定
。

社
出
品
ハ
第
一
会
場
〉
(
午
前
十
一
時
か
ら
第
二
会
場
)
(
午
後
一
時
か
ら
第
一
会
場
)

qf 

農産物 IUl 評会

農産物珍品展示会

花井展示会

市内物産展示会

鶏 11; 品評会

物議卸売会

演芸大会

仮装パレード

自動車ショー

福引大会

畜産共進会

市産関係展示会

挫料牛乳配布

E車内レース

あひるレース

福 51 k 会

;場

第 l 会場

第 2会場

メ当、
ヨミ

鐙滋~;理醐司撞滋品開醐園臨調

λn 総数 111.522 

世帯惨総数 24.675 

予言構濁稜 67.97Km2

λ 口密度 1,641 

前月比・世帯滋 37 

〔事寄生課〕秋の定期筏犬病予防注

射を行ないまナ。お泣くの会場へ

愛犬をおつれください。生後 3 カ

さ以上の子犬からぜんぶ対象で 1
3 。

争手数草寺・あたらしく鐙録ナ呂場

合3∞丹、注射手数戦は150円
+巡回日程 町・ 6 ・

10月 2 白隠締出張所 e 金密出張所 1
Q 3 自主査島出張所・豊田公民館 1

848土盤小前\金回出張所 i
h 5 日宮沢の平家家苔保健鱒主主 1

所.Jt!l出張所

H 6 白神田出張所・lZ'l首公民館

H 9 臼ノ1綴公民書官 e 中僚会民書官

1'108重量原公民館・消防 1 分団

1111 日体育館前・消訪 2 分間 l

, 12日消訪 5 分団./首妨 3 分E丑 l

"13日須賀公民館・須賀海ヨ宝寺 1

Illi品目海岸地塚町会会舘 j 

l ・才E水公民館

"178姐犬抑留所・平君主保健所

l 時留は各会場とも午前10時~午後
3 時まで、雨天でも行ないます。

百月 15臼kまとし

よりの官、市は

77才以とのフヲを
招いて敬老会を

催しました。
最高令は真土の

吉野交議さん。
女久 2 年生れの
99オですが、
「なお働くこと
がたのしみ」と
いうお元気さで
近所の話題にな

っています。

こと

10 月
……，，，，，，，"".，，"，...，，…巾

Oだれにも言え織品』
ないあなたの悩脚. ~ 

み、心配ごとを

そっと訴えてい

ただく。

と含。毎月第 1

3 月日霊 9 時~15時

ところ・ ・福祉事務所応援主主
税談員@ 婦人民生委員ほか
相談内容・身のうえ・健康・家庭
・住居・職業・結婚・生活・教育

その他精神的経済的問題なんでも

〔衛生諜〕前月に引き続いて宣言樹

首日せきとジフテリヤの予訪注射

第 2 臼、第 3 回を巡回しまナ。追

加j，illê.l子 l主はありません。在自未口35

1 年1]月 18 叫36年 4 月3つ日までに

さ主れた子はことし中に 3 回疲積が|
必要です。

。ji~回日終

第 2邸…。

10月 14日域島公民館・畳間公民館

, 16日間続'J'学校ー金田健民銀 l
i グ 17臼宮沢小学佼・旭公民館

! グ 13臼金呂小学校・土屡小学校

11 19臼大野小学校・神田保育所

1121包括水会館 e 松原公民館

, 21 日平塚保健所・中際公民館
グ 24日 ・須賀公民館

'24 日 -..>2õ 臼 ・見守付合武道場

…・第 3 屈‘

111R45奴島公民館 e 援国公民館
, 6 臼隠崎小学校・金田健箆鎗 l

, 7 日宮沢小学校・路公民館;
, 8 白金回小学校・ 1ニ謹小学校

1/ 9 B大野小学校・神田保育所;
" 108 イE水会館・松原公民館

時間は各会場とも。午後 1 待30分

から 3 時まで。子供吉んをおつれ

ヰ 17



崇善小のパラック校舎解消

体育館火葬場整備にも着手

総
体
予
算
認
億
円
台
へ

九
月
下
旬
ひ
ら
か
れ
た
第
三
間
一
巾
議
会
定
例
会
は
、
ご
出
・
特
別
問
会
計

七
件
の
追
加
更
正
予
算
を
可
決
、
一
一
一
十
六
年
度
の
当
初
予
算
に
肉
つ
け
す

る
級
長
く
の
事
業
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
す
、
一
般
会
計
に
一
億
八
平
八

百
万
円
、
特
別
会
計
競
噛
事
業
費
に
一
一
億
五
千
万
円
、
間
競
馬
事
業
費
に

一
億
七
千
八
百
万
円
、
阿
国
保
関
係
日
卒
業
裁
に
一
ニ
+
万
余
円
、
間
前
回
初
水
道

事
議
出
聞
に
九
世
田
八
十
万
円
を
追
加
、
今
期
合
計
で
は
六
億
二
千
六
百
九
十

万
余
円
を
摺
鎖
し
て
、
市
の
総
体
予
算
総
領
ハ
一
般
特
別
出
向
会
計
合
算
)

〈第 3 種郵便物認可〉

ぞ原容にてすみま・めにみともかめたほたはが超
、ニ子さはもがなせわてた、く不つ、ねつが、あ A 去
天雲ん必ら、担んが、同僚に安たま。と、わり怒る
!k 、、らいお・ 。主主おナえ天王正たた f惇ひ宰れ、一十
会死おず烹や火主命互号あし思め速電といわ当近六
災のまや γ じ事か財い U れたい、紅C'λまにれ日畿 B

S527 汗主主 555 襲警 ;E 詰むよ 22f 雪
もく長るーj 台じ、ら市いえ主7Tまみ如の c 心い r 甚呈
習j り懇 j百年風と地ね・よしアし友 ι 事こがた二天戸
るも奨介容に言以ばわい、こたさで故ろそし?な台
での験な節かい・ながよ災てがんきのでれまけ被郎
、君主のお毎えまか担家出寄ナ、になた 1し、して筈は

志望主毛祭事室警長| 一一一 l 昔選震で尽す
し主主まず動をり iと ki 本主主のて水吉
いぐナ、な蹴ほめい一----人立問、協れ
でよ"Jl:ぞ化かでし ￥ l と場露関むま
すう崇めはさはもて，戸，，-しかを際淫せ
よ~草食た 、せあら 、ム二時骨てら払自勺動ん
。歪競ほむるりうさ I /づらで」 ι 、抗ドね

争 5 しよまよし/メr-，;:プて 、 ! 、こし
還のがろうせうあ I 持と、治お
動火よナ君主ん三た i てに純闘主主
主主のいン原?要町るわ粋争い

宅吉長さ番喜苧会 1 一市長日記ー|宇む矢室長
もら助建だずが般のナあをのな大競算り化者大 l 九
つ、成設、し平む指j がるった財へ磁でま、のなド百九

亘書暴露室主警巴霊平護 3 定震告書官 ZE 言語義足君
主互主ち警書室宅産富里 4 五事警富季五員暴孟て毒高
七去を宅 t 警護す豊富遺品室事音量で E 在宅奇襲百轟
及おはてれ件ま転がの果主主にい加財てこ、こをを会

fiz i132i z i1iiiifiifi!?; 
おかな市たらわに資でつブゴ栄奨、の予言主治権うピ千

恐
縮
な

j
F昇
の
財
源

一
戸
川
貞
雄

曹
こ
の
種
隔
貸
付
け
事
業
は
、
市
が

一
一
一
十
一
}
志
度
か
ら
条
例
を
設
け
て
は

じ
め
た
も
の
で
、
毎
年
度
続
け
、
と

と
し
で
導τ
〈
午
第
四
岬
が
は
い
っ
た

わ
け
で
す
、
ね
ら
い
は
、
す
ぐ
れ
た

種
南
を
市
費
で
計
図
的
に
四
国
い
入
れ

こ
れ
を
繊
次
各
農
家
に
無
償
で
貸

付
け
て
よ
い
牛
を
ふ
や
し
、
県
下
有

数
の
醐
農
地
様
で
あ
る
平
塚
市
の
醤

惑
を
、
生
産
的
に
も
体
質
的
に
も
改

こ
と
、
φ
飼
育

管
理
の
技
絡
に
す
ぐ
れ
共
進
会
等
で

上
位
入
伐
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の

諸
条
件
を
も
と
に
嘗
め
て
い
ま
す
。

貸
付
け
条
件
は
、
貸
付
け
牛
は
農
家

が
責
任
を
も
っ
て
潜
て
、
そ
の
子
牛

で
農
産
課
の
暁
査
を
と
お
っ
た
も
の

を
巾
へ
か
え
せ
ば
貸
付
け
牛
は
無
料

で
農
家
の
も
の
に
な
る
し
く
み
で
ず

し
た
が
っ
て
こ
の
事
業
は
、
将
来
、

導
入
中
プ
ラ
ス
導
入
牛
の
一
一
役
一
一
一
訟

の
湾
貸
し
付
け
で
来
ひ
ろ
が
り
に
成

酪
農
体
質
改
善
す
す
む

導
入
牛
第
間
際
五
頭
貸
し
付
け

門
農
産
諜
一
日
菅
平
塚
同
種
高
貸
付
け
も
、
市
箆
溢
諜
賞
、
中
地
方
事
務
所

条
例
に
よ
亭
五
年
度
分
導
入
牛
(
い
需
産
係
長
、
市
開
問
箆
組
合
連
合
会
迂

ず
れ
も
礼
牛
〉
五
頭
が
、
九
月
九
日
間
剛
蛍
長
ら
が
八
月
一
一
一
十
日
か
ら
三
日

早
朝
ト
ラ
ッ
ク
で
、
千
葉
県
安
房
副
閥
、
千
葉
県
へ
出
張
し
て
現
地
で
厳
日

露
麓
撲
協
か
ら
一
巾
役
蹟
部
に
到
着
、
遷
し
た
優
一
長
牛
ば
か
り
で
す
。
十
山
貯

郎
官
各
農
家
へ
貸
し
付
け
ら
れ
ま
し
こ
と
し
の
貸
付
け
農
家
は
、
長
持
角
に
南

た
。
但
恒
夫
さ
ん
、
真
土
山
本
径
三
さ
ん
一
一
百

今
回
の
導
入
牛
は
泌
年
生
れ
四
頭
、
土
需
品
木
村
一
一
一
千
三
さ
ん
、
援
田
小
間
賠

γ〈
を
続
け
る
予
定
で
す
。
「
ち

お
年
生
れ
一
議
で
、
稽
ず
〈
価
格
は
一
級
鈴
木
金
次
さ
ん
、
片
岡

m
m
m秀
雄
か
く
返
納
牛
も
ふ
え
市
内
の
麗
良
種

41 事



ひ昭和 36 年 10 月四日

o
i
戦
後
十
六
年
、
こ
の
間
に
市
の

教
青
施
設
整
務
事
業
は
め
ま
ぐ
る
し

い
臨
時
記
を
つ
づ
っ
た
。
戦
災
で
焼
失

し
た
校
舎
の
復
市1六
一
一
一
制
教
青
制

度
採
掃
に
と
も
な
う
中
学
校
の
新
設

1

一
一
一
十
三
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
小

学
生
設
織
に
対
ず
る
不
足
校
舎
の
建

設
i

新
設
校
舎
の
鉄
筋
化
採
用
1

そ

し
て
、
来
年
度
に
馬
車
高
を
一
目
ナ
中
学

生
の
た
め
の
不
定
数
回
の
建
設
!
講

堂
一
特
別
数
時
の
露
橋
本
ど
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
な
う
に

あ
た
っ
て
市
は
、
つ
ね
に
、
し
む
に

火
を
つ
け
ら
れ
る
患
い
の
本
か
で
必

要
に
追
わ
れ
な
が
ら
や
り
く
り
を
続

け
て
き
た
。
隠
代
の
市
長
が
教
育
優

先
を
と
な
え
、
予
算
総
綴
の
一
ニ
十
パ

ー
セ
ン
ト
に
ち
か
い
教
青
予
察
の
大

半
を
こ
の
事
一
世
帯
に
投
じ
て
き
た
結

果
、
小
学
校
演
設
に
は
ゆ
と
り
が
み

え
は
じ
め
、
中
学
校
に
お
い
て
も
ニ

(3) 

@中学校整備

却
し
が
つ
い
た
。
教
誌
が
た
り
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。
l
i

カ
ツ
コ
内
は
学
級
数l
l

ぃ
、
と
り
つ
一
問
題
は
、
あ
る
観
点
か

0
・s

こ
の
よ
う
に
、
市
の
教
育
行
政
治
年
度
・
五
六
四
回
入
戸
一
一
一
七
)

ら
ナ
れ
ば
教
育
以
前
の
関
鐙
な
の
で
を
造
い
ま
く
っ
た
問
題
の
な
か
で
、
お
年
度
・
六
五
九
九
人
「
一
回
六
)

あ
ろ
う
が
、
焼
土
の
な
か
か
ら
立
ち
い
ま
間
四
回
附
し
て
い
る
も
の
は
中
学
生
現
泌
年
度
・
七
六

O
八
人
(
一
五
九
〉

上
が
っ
た
平
山
融
市
政
に
と
っ
て
赤
字
の
激
潟
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
の
見
釘
年
度
・
八
一
六
八
人
こ
七
八
〉

解
消
に
っ
と
申
な
が
ら
の
教
育
輝
設
と
お
し
だ
と
中
学
生
は
訳
の
よ
う
な
沼
印
度
・
七
六
六
一
人
(
一
六
七
)

堅
議
は
、
能
力
の
限
り
を
つ
く
し
た
摺
減
を
た
ど
る
。
お
年
度
・
七
一
四
回
人
(
一
五
六
)

日
付
教
室
新
増
設
今
年
震
で
お
わ
る
詩

頭
平
均
十
四
万
八
千
円
、
総
額
七
十
さ
ん
で
各
一
一
関
つ
つ
、
全
員
、
飼
育
奮
は
数
年
で
倍
に
な
る
」
と
農
護
課

問
刀
八
千
三
百
円
で
し
た
。
い
ず
れ
管
理
の
経
脱
技
術
と
も
優
秀
と
い
う
で
は
両
日
と
お
し
を
た
て
て
い
ま
す
。

州
制
年
度
‘
六
回
一
一
一

O
人
(
一
回O
〉

O

こ
れ
に
つ
い
て
教
膏
愛
員
会
総

(
こ
の
数
字
は
新
市
建
設
計
画
に
よ
務
諜
で
は
「
問
和
田
十
年
度
に
は
、

る
社
会
増
を
ふ
く
ま
な
い
)
普
滋
教
援
の
必
肇
数
は
百
円
ぴ
百
沼
十

以
よ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
昭
和
一
ニ

台
に
お
ち
つ
く
見
と
お
し
で
あ
り

十
年
代
初
期
に
小
学
校
を
お
び
や
か

し
た
戦
後
の
ベ
ピ1
ブ
ー
ム
に
よ
る
現
任
す
で
に
保
有
し
て
い
る
教
室
鮫

生
凶
数
の
高
い
波
は
、
今
明
年
度
中
で
足
り
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
一

に
中
学
校
に
忌
す
る
わ
け
で
あ
る
。
っ
て
、
中
学
生
の
激
培
対
策
と
し
て

中
学
生
数
が
愚
高
に
遣
す
る
の
が
一
一
一
の
普
通
教
設
の
新
設
は
一
応
本
苛
度
一

十
七
年
度
だ
が
、
こ
れ
を
一
昨
年
一
一
一
浪
り
で
お
わ
る
方
針
で
あ
る
。
今
後

十
四
年
度
に
く
ら
べ
る
と
笑
に
五
十
は
特
別
教
室
の
幣
除
、
市
長
の
公
約
一

一
学
制
二
千
五
百
二
十
四
人
の
増
加
で
あ
る
講
義

m体
育
館
の
建
設
、
老
一

で
あ
る
。

が
校
舎
の
政
築
怠
ど
に
学
校
時
胆
設
整

O

こ
れ
に
対
ア
る
一
ニ
十
五
年
度
末

備
事
業
の
重
点
を
う
つ
し
て
い
く
こ

の
教
戸
数
は
、
八
授
で
普
通
教
内
百

四
十
三
、
特
別
投
手
五
十
で
あ
つ
と
に
な
ろ
う
。
」
と
説
明
し
て
い
…

た
。
こ
れ
を
今
年
度
の
学
級
数
に
あ
あ
。
一

わ
せ
て
み
る
と
、
普
通
蕊
一
ア
十
六
が

O

講
裳
山
既
設
は
昨
年
度
か
ら
毎
年

不
足
だ
が
、
特
別
教
室
の
利
用
で
ま
一
館
の
計
箇
で
着
手
、
昨
年
港
小
に
一

か
な
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
浜
町
下
問
中
に
つ
く
る
。
老
一

今
年
度
は
さ
ら
に
、
普
通
教
室
石
に
吋
校
生
設
築
も
崇
蓄
小
そ
の
他
で
軍
一

特
別
誼
去
十
八
を
掛
金
ま
た
は
計
画務的
に
手
を
つ
け
は
じ
め
て
い
る

中
で
あ
り
、
こ
れ
が
完
成
ナ
る
と
三

十
七
母
度
ま
で
に
、
中
学
校
の
教
笠
中
学
校
の
特
別
教
祭
は
文
部
省
の
最
一

総
紘
は
普
通
百
五
十
、
特
別
六
十
八
反
施
設
基
準
に
て
ら
す
と
今
後
+
一
一
一

あ
わ
せ
て
二
百γ
八
教
一
五
に
遠
ナ
数
民
が
不
足
だ
が
、
こ
れ
も
三
十
九

る
。
こ
れ
で
も
来
記
度
普
通
教
祭
の
年
度
ま
で
に
整
備
で
宮
る
見
と
お
し

一
十
八
に
な
る
が
一
時
的
な
で
あ
る
。
学
校
施
設
の
談
備
は
、
今

不
足
分
は
特
別
救
護
後
た
の
し
己
を
加
え
る
も
の
と
な
ろ

Yフ
。

の

あ
がい

か
帽
酬
の
h
l泌
し
す
ぎ
も
あ
る
曹

俊
樹
心
が
強
い
の
で
自
分
の
力
で

本
レ
得
る
よ
う
な
耐
久
力
を
護
っ

て
お
く
曹
お
と
な
し
い
予
を
え
ら

槌
談
室
で
銀
っ
た
実
際
例
か

b

ん
で
仲
間
つ
く
り
を
さ
せ
る
曹
友

明
胃
炎
軍
一
一
人
兄
却
の
兄
で
人
を
長
く
つ
く
る
よ
う
に
さ
せ
る

1
5

良
一
一
一
年
侵
す
小
笠
年
智
わ
が
ま
ま
に
湾
っ
て
い
る
の
で

の
と
き
か
ら
授
業
中
に
さ
わ
い
だ
こ
の
性
格
は
す
ぐ
に
は
一
回
る
ま
い

り
し
た
曹
川
動
平
勉
強
曹
ふ
だ
ん
自
分
の
湿

な
ど
ナ
る
と
す
ぐ
の
ぼ
》
持W
H持
同
種
装
の
し
ま
っ
平
家
縫

せ
あ
が
る
甲
勉
強
す
る
明
弘
曙
議
荘
内
の
震
の
割
り
ふ

の
は
不
定
期
で
、
あ
き
融
経

J
・
輔
醐
額
融
制
げ
り
を
さ
せ
る
と
よ
い

っ
ぽ
い
曹T小
器
用
で
務
鱗
蟹
議
齢
弘
里
親
の
か
ん
し
ゃ

ち
つ
い
て
作
議
で
哲
な
綴
滋
縁
務
畿
険
機
驚
く
も
ち
ゃ
家
の
み
え

い
曹
あ
ば
れ
る
と
曹
は
ゆ
を
捨
て
る
こ
と
だ
曹

の
ぼ
せ
た
と
舎
で
天
候
に
よ
っ
て
先
ず
は
比
一
活
指
導
で
勉
強
ば
次
の

性
格
が
こ
と
な
る
ザ
家
に
い
て
も
問
題
で
あ
ろ
う
。

と
も
だ
ち
が
呼
び
に
こ
な
い
と
叫

ぴ
に
行
か
注
い
。

お
答
え
曹
刻
印
叫
の
か
わ
い

が
り
す
ぎ
で
は
な

〉く

ﾗ 

〉く

相
刊
当
横
浜
国
大
清
水
先
生

静ラジオ E ニヴポン放

送毎週日斡8.20-35

tみんなの広場(森繁

久弥・フランキー境

小林佳樹・杉村泰子

中村メイ干東野菜治

郎)ドラマ、録音構成
静子レピ NTV 毎
週日朝8.45-9.00=対

談 〈らしの気象台(

武村忠雄・御手洗辰雄

杉菜子など)。

この番綴にダイヤノレを

お合せください(選管)

集
の
た
よ
り

印
月
号

P
2

去
る
七
百
既
布
し
た
県
の
た
よ
り
十
月
号
一
一
ペ
ー
ジ
「
中
小
企

業
に
年
末
資
金
を
融
資
」
の
記
事
の
う
ち
、
貸
付
額

i

資
金
の

使
途
は
退
職
金
で
ー
と
あ
る
は
濠
転
資
金
の
誤
り
に
つ
吉
訂
正

し
ま
す
門
神
奈
川
圏
内
企
画
広
報
課

M
ラジオ@テレビ
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(4) 

き
ま
ど
を

無

料

の

ワ

ク

門
衛
生
課
一
日
神
奈
川
県
が
、
昨
年
か
ら
成
人
病
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
は

り
め
た
ぷ
ん
栂
談
事
業
。
の
内
湾
か
、
九
月
一
日
か
ら
受
診
者
に
有
利

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
敬
正
の
褒
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
一


